
　愛知県、名古屋市及び岐阜県が共同提案した「東海広域ナノテクものづくりクラスター」構想が、平成20年度から5年
間の計画で文部科学省の「知的クラスター創成事業（第Ⅱ期）」の採択を受け、事業を開始しました。 
　本事業では、先進プラズマナノ科学・工学を核として、省エネ・環境負荷低減に貢献するナノ先進部材の高機能化やナ
ノ加工技術の高度化に向けた研究開発を推進するほか、国際連携を進め、先進プラズマナノ科学研究の世界拠点形成を
図ります。 
　本発表会は、これまでの取り組み状況や成果について、当地域の産業界や大学など関係の方々に広く周知し、国際競
争力のあるクラスターの形成を推進することを目的に開催します。 
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東海広域ナノテクものづくりクラスター構想
世界を先導する環境調和型高度機能部材の創製

日　

時

会　

場

参加
無料

主催／財団法人科学技術交流財団
共催／愛知県、名古屋市、岐阜県、財団法人名古屋都市産業振興公社、財団法人岐阜県研究開発財団
後援／中部経済産業局、三重県、名古屋大学、名古屋工業大学、豊橋技術科学大学、名城大学、中部大学、豊田工業大学、岐阜大学、
　　　三重大学、社団法人中部経済連合会、名古屋商工会議所、社団法人岐阜県工業会

13:00～17:20
（11:00受付開始）

9/2［水］2009年

トヨタテクノミュージアム
産業技術記念館 大ホール
名古屋市西区則武新町4丁目1番35号　Tel：052-551-6115
定員／250名



2009年9月2日［水］

本事業では、当地域の基幹産業である自動車・工作機械・航空機

産業等を更に強化するとともに、技術集積を活かした次世代産

業を創造することにより、世界をリードするものづくり拠点と

しての地位を確固たるものとするため、先進プラズマナノ技術

をはじめとするナノテクノロジーを中核技術とした高度部材・

加工クラスターの形成を目指しています。

東海広域
ナノテクものづくり
クラスター構想
世界を先導する環境調和型高度機能部材の創製

トヨタテクノミュージアム
産業技術記念館 大ホール
名古屋市西区則武新町4丁目1番35号　Tel：052-551-6115
定員／250名

※受付後は館内を自由にご覧いただけます。13:00～17:20

日　

時

会　

場

交　

通　

機　

関

■お問い合わせ先
　財団法人科学技術交流財団　東海広域知的クラスター創成事業本部　〒460-0002　愛知県名古屋市中区丸の内二丁目4-7 愛知県産業貿易館西館7階
　Tel：052-231-1656　 Fax：052-231-1640　Ｅメール：cluster2008@astf.or.jp　ホームページ：http://www.astf.or.jp/cluster/

※交流会への参加には事前の申込が必要です（定員60名,会費3,000円）。定員に達した場合はお断りすることがありますので、ご容赦ください。
※氏名欄が不足した場合は、お手数ですがコピーをとってご記入ください。
※ご記入いただいた個人情報は、各種連絡等のために利用させていただく場合があります。
※参加証等は発行いたしません。ご来場の際は本紙をご持参ください。

［名　鉄］ 名古屋本線「栄生駅」下車、徒歩3分
［地下鉄］ 東山線「亀島駅」下車、2番出口より徒歩10分
［市バス］ JR名古屋駅（JR桜通口北）にある、市バスターミナル
 レモンホーム10番のりば「名古屋駅」行（循環）乗車、
 「産業技術記念館」下車、徒歩３分
 レモンホーム0番のりば「なごや観光ルートバス“メーグル”乗車、
 「産業技術記念館」停（敷地内）下車すぐ

「知的クラスター創成事業成果発表会」参加申込書

会場までのアクセス

Eメール：cluster2008@astf.or.jp もしくはFax：052-231-1640にてお申込ください。

※詳細は、ホームページhttp://www.astf.or.jp/cluster/をご覧ください。

提  案  者
中 核 機 関
事業実施期間
主な参画機関

愛知県、名古屋市、岐阜県
財団法人科学技術交流財団
平成20年度～平成24年度
名古屋大学、名古屋工業大学、岐阜大学等の大学・研究機関（16機関）、地域内の中堅・中小企業等（約60社）

事
業
概
要

勤務先

企業・団体名 Tel Fax

住所　〒

氏　名 所属部署 役　職 Eメール 交流会

（　　）　　ー （　　）　　ー

参加 ／ 不参加

参加 ／ 不参加

参加 ／ 不参加

（いずれかに○をおつけ下さい）

トヨタテクノミュージアム

産業技術記念館

交通の
ご案内

申込期限
8月21日（金）

（11:00受付開始）
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